
「
小
中
一
貫
教
育
」
を
学

校
に
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る

人
達
が
よ
く
使
用
す
る
「
中

１
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
い
う
語
に

対
し
て
、
文
部
科
学
省
国
立

教
育
政
策
研
究
所
が
生
徒
指

導
リ
ー
フ
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ

の
真
実
」
の
中
で
安
易
に
使

用
す
る
こ
と
を
戒
め
て
い
ま

す
。

◆
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」

と
い
う
語
に
明
確
な
定

義
は
な
く
、
そ
の
前
提

と
な
っ
て
い
る
事
実
認

識
（
い
じ
め
・
不
登
校

の
急
増
）
も
客
観
的
事

実
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

◆
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」

に
限
ら
ず
、
便
利
な
用

語
を
安
易
に
用
い
る
こ

と
で
思
考
を
停
止
し
、

根
拠
を
確
認
し
な
い
ま

ま
の
議
論
を
進
め
た
り

広
め
た
り
し
て
は
な
ら

な
い
。

こ
の
後

「
い
じ
め
は
、
中
１
で

急
増
す
る
の
か
？
」
↓

「
児
童
生
徒
の
い
じ
め

経
験
率
は
、
小
学
生
の

方
が
高
い
」

「
不
登
校
は
、
中
１
で

急
増
す
る
の
か
？
」
↓

「
小
６
か
ら
中
１
へ
の

増
加
率
は
１
．
３
倍
前

後
？
」

「
中
学
校
で
顕
在
化
す

る
問
題
も
、
実
は
小
学

校
か
ら
」
↓
「
小
学
校

か
ら
の
連
続
性
に
着
目

す
る
こ
と
で
、
中
学
校

の
問
題
を
解
消
す
る
」

と
い
う
内
容
が
、
具
体
的
な

デ
ー
タ
を
示
し
て
述
べ
ら
れ

ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
、
出
前
授

業
や
小
中
連
携
に
つ
い
て
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
。

『
中
学
進
学
に
対
す
る
小

学
生
の
不
安
感
が
中
学
進
学

後
の
不
登
校
の
原
因
な
の
だ

か
ら
、
中
学
校
教
師
が
小
学

校
に

｢

出
前
授
業｣

を
行
い
、

「
中
学
校
の
先
生
は
怖
く
な

い
」
こ
と
を
知
ら
し
め
て
不

安
感
を
取
り
除
く
こ
と
で
、

不
登
校
は
減
ら
せ
る
』
「
中

１
ギ
ャ
ッ
プ
」
か
ら
派
生
し

た
議
論
で
、
そ
ん
な
話
が
広

ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
話
は
科
学
的
に
裏
付
け
ら

れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
立
教
育
政
策
研
究
所
生

徒
指
導
・
進
路
指
導
研
究
セ

ン
タ
ー
で
は
、
Ａ
県
の
協
力

を
得
て
、
県
内
全
て
の
小
６

を
対
象
に
、
中
学
進
学
に
伴

う
期
待
感
と
不
安
感
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
平
成

22
年
２
月
に
行
っ
た
上
で
、

平
成
22
年
３
月
（
小
６
）
時

ま
で
の
出
欠
席
状
況
と
平
成

23
年
３
月
（
中
１
）
時
ま
で

の
出
欠
席
状
況
を
調
べ
、
不

安
感
が
原
因
で
不
登
校
に
な

る
と
い
う
事
実
が
確
認
で
き

る
か
ど
う
か
検
証
し
ま
し
た
。

「
小
学
校
時
代
に
は
欠
席

が
目
立
た
な
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
中
学
校
１
年
生
時

に
は
不
登
校
に
な
っ
た
生
徒

（
新
規
不
登
校
群
）
」
と
、

「
小
学
校
時
代
に
は
欠
席
が

目
立
た
ず
中
学
校
１
年
生
時

に
も
不
登
校
に
な
っ
て
い
な

い
生
徒
（
登
校
群
）
」
の
度

数
分
布
の
平
均
値
を
求
め
て

単
純
に
比
較
す
る
と
、
新
規

不
登
校
群
の
方
が
わ
ず
か
に

不
安
感
が
高
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
分
布
を

よ
く
見
る
と
、
最
も
不
安
感

の
高
か
っ
た
生
徒
は
誰
一
人

新
規
不
登
校
群
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
も
、
続
く
生

徒
で
も
、
新
規
不
登
校
群
に

な
っ
た
の
は
１
名
ず
つ
で
す
。

反
対
に
、
不
安
感
が
低
い
方

に
も
同
じ
く
ら
い
新
規
不
登

校
群
に
な
っ
た
生
徒
は
い
ま

す
し
、
不
安
感
が
中
く
ら
い

の
生
徒
に
は
新
規
不
登
校
群

が
多
く
い
ま
す
。

要
す
る
に
、
不
安
感
が
原

因
で
不
登
校
に
な
る
と
い
う

仮
説
自
体
に
無
理
が
あ
る
の

で
す
。
「
出
前
授
業
」
に
つ

い
て
は
改
め
て
目
的
や
ね
ら

い
を
見
直
す
な
ど
、
小
中
連

携
の
在
り
方
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

№２００４ 泉北教育 ２０１５年５月１１日 （２）

「集団的自衛権」の行使反対。教え子を再び戦場に送るな。

｢中１ギャップ｣という用語の問題点

｢中１ギャップ｣の語は、いわゆる｢問題行動等調査｣の結

果を学年別に見ると、小６から中１でいじめや不登校の数

が急増するように見えることから使われ始め、今では小中

学校間の接続の問題全般に「便利に」用いられています。

しかし、いじめが中１で急増するという当初の認識が正

しいのか、不登校の中１での増加にしても ｢ギャップ｣ と

呼ぶほどの変化なのかについては、慎重であるべきです。

なぜなら、必ずしも実態を表現しているとは言い切れない

からです。とりわけ、その語感から、中１になる段階で突

然何かが起きるかのようなイ

メージや、学校制度の違いと

いう外的要因が種々の問題の

主原因であるかのようなイメー

ジを抱くと、問題の本質や所

在を見誤り、間違った対応を

しかねません。

便利な用語を用いることで、

目の前で起きている問題を理

解した気になってはなりませ

ん。実際に何が起きているの

かを冷静に捉えることから始

めましょう。（リーフより）


